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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子産物はヒストン脱アセチル化酵素ファミリーに属する。ヒストン脱アセチル化酵素は、大きな多タンパク質複合体の形成を介して作用し、コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端領域におけるリジン残基の脱アセチル化を担う。このタンパク質は、哺乳類のジンクフィンガー転写因子であるYY1を含む多くの異なるタンパク質と会合して転写抑制複合体を形成する。したがって、転写制御、細胞周期の進行、および発生過程において重要な役割を果たしている。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年4月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6細胞ライセートのウェスタンブロット解析（HDAC2ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。1、HDAC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット結腸組織の免疫組織化学分析。1、HDAC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学分析。1、HDAC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット脾臓組織の免疫組織化学分析。1、HDAC2ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

